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南極ドームふじ氷床コア中の宇宙線生成核種Cl-36の変動と放射壊変減衰による年
代推定

Cl-36 flux variations in the Dome Fuji ice core, Antarctica: as a dating tool for deep ice
cores
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　宇宙線生成核種 36Clは主に大気上層において、陽子や中性子等の 2次宇宙線と Ar との核破砕反応により生成され
る。地球大気圏に到達する銀河宇宙線の強度は、太陽活動の変動を反映し、また地球磁場強度等の影響を受ける。この
為、氷床コアに記録された 36Clフラックスの変動は、過去の太陽や地球環境の変遷を記録していると考えられる。気候
ノイズの少ない南極内陸域にあるドームふじで掘削された氷床コアでは、過去の太陽活動や地球地磁気イベントの時系
列変動がより明瞭に検出できると期待される。また放射性核種 36Clの半減期は 301 kyrであり、数 10万年を越える氷床
コアにおいては、その放射壊変による減衰に基づいてコア年代の制約条件を与えることができると期待される。
　我々は現在、ドームふじ氷床コアの掘削及び電気伝導度測定の際に生じる切削片を試料として用い、深層コア中の

36Cl分析をおこなっている。深層コア中の系統的な 36Cl測定は、グリーンランド氷床での例 (S. Baumgartner et al., 1997
等)はあるものの、南極氷床での 36Cl測定例は少ない。36Cl測定は、筑波大学研究基盤総合センター応用加速器部門が所
有するタンデム型静電加速器に設置された加速器質量分析システムを用いておこなっている。これまでに得られた 36Cl
濃度は、最終氷期最盛期 (LGM) 付近で 1.7× 104 atoms g−1 と最も高く、3,000 m付近の最深部では 0.14× 104 atoms
g−1 であった。氷期と間氷期における 36Cl濃度の変動は、酸素同位体比の変動と相関を持っている。氷試料中の酸素同
位体比を氷床涵養量の指標にして 36Clフラックスを求めた結果、全体の 36Clフラックスは浅層から深層部にかけてモデ
ル年代に従って減少し、36Cl半減期 (301 kyr)と調和的な減衰曲線を描いた。本発表では、現在までに測定された、深層
コア中の 36Clフラックスについて示し、宇宙線生成核種 36Clの放射壊変による減衰量から氷床コアの年代推定が可能か
どうかを議論する。


